






























RIETI（独立行政法人経済産業研究所：The Research Institute of Economy, Trade and Industry）の「ア
ジアの最適通貨制度」プロジェクト（主査：伊藤隆敏ファカルティフェロー）が独自に作成・公開
している産業別レート2）を利用して、製造業全体と複数の業種における輸出と為替レートの関係に
１）　例えば、宮尾（2006）、Crane, Crowley, and Quayyum（2007）、堀（2009）、Thorbecke and Komoto（2010）、
山下（2013）、祝迫・中田（2014a）（2014b）、千明（2014）、Iwaisako and Nakata（2015）等がある。























経済産業研究所：The Research Institute of Economy, Trade and Industry）が公開している産業別為替
レートを利用する5）。生産には経済産業省が公表している鉱工業生産指数を用いる。世界需要につ
いては、世界全体の貿易量を世界需要の代理変数とし、IMF（国際通貨基金：International Monetary 
Fund ）の IFS（International Financial Statistics）より世界全体の実質輸入から日本の値を引いた日本
を除く世界実質輸入を季節調整して利用した6）。また、原油価格については、米国エネルギー省エ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金属製品 -1.35 金属製品 1.69
輸送機械 -1.12 輸送機械 1.60
パルプ・紙・紙加工品 -1.09 鉱工業 1.35
鉱工業 -1.02 電気機械 1.34
石油・石炭製品 -0.88 パルプ・紙・紙加工品 1.21
電気機械 -0.62 繊維 0.76
繊維 -0.62 非鉄金属 0.29
非鉄金属 -0.57 石油・石炭製品 0.22












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金属製品 -1.17 電気機械 1.56 金属製品 0.37
石油・石炭製品 -1.07 輸送機械 1.51 電気機械 0.29
電気機械 -1.05 金属製品 1.42 輸送機械 0.28
輸送機械 -0.96 鉱工業 1.25 パルプ・紙・紙加工品 0.24
鉱工業 -0.90 パルプ・紙・紙加工品 1.23 鉱工業 0.23
パルプ・紙・紙加工品 -0.88 繊維 0.76 非鉄金属 0.17
非鉄金属 -0.55 石油・石炭製品 0.58 繊維 0.12
繊維 -0.54 非鉄金属 0.19 化学 -0.03
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